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一
般
質
問

 

今
後
５
年
間
の

　
　
　

  

入
学
者
数
は

沼
澤
道
也
議
員

　少
子
高

齢
化
を
肌
で
感
じ
る
こ
の

頃
で
あ
る
。
小
学
校
で
も

１
人
、
２
人
の
入
学
も
出

て
き
て
い
る
が
、
今
後
５

年
間
の
入
学
者
数
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
長

　来
年
か
ら
５
年

間
の
新
入
生
は
下
表
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
て
、
全

体
で
３０
人
台
と
な
っ
て
い

る
。

 

論
点
は
、
小
学
校
統
廃

 

合
へ
の
適
切
な
対
応

沼
澤
議
員

　３
月
予
算
委

員
会
で
質
問
し
た
が
改
め

て
「
あ
り
方
検
討
会
」
の

論
点
、
メ
ン
バ
ー
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

教
育
長

　現
在

は
、
児
童
数
の

減
少
が
進
む
中

で
、
各
小
学
校

と
も
規
模
に
応

じ
た
特
色
あ
る

学
校
運
営
を
行

っ
て
い
る
。
そ

の
中
で
小
規
模

校
と
し
て
の
明

安
小
学
校
、
有

屋
小
学
校
に
つ

い
て
、
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
、
さ
ら
に
は

統
廃
合
が
学
校

や
児
童
、
そ
し
て
地
域
に

及
ぼ
す
影
響
な
ど
、
併
せ

て
、
最
上
管
内
で
計
画
的

に
進
め
て
い
る
自
治
体
の

実
情
な
ど
も
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
く
考
え
で
い
る
。

　検
討
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
は
教
育
委
員
を
中
心
と

し
た
も
の
と
考
え
て
お
り
、

年
２
回
程
度
（
６
月
下
旬
、

２
月
下
旬
）
の
開
催
と
し

て
い
る
。

沼
澤
議
員

　本
格
的
な
統

廃
合
の
前
段
と
し
て
の
会

と
い
う
こ
と
だ
が
、「
本

格
的
」
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
。

教
育
長

　具
体
的
に
統
合

し
よ
う
、
あ
る
い
は
し
た

い
と
い
う
声
が
、
地
域
な

り
学
校
な
り
か
ら
上
が
っ

て
き
た
と
い
う
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
。

町
長

　教
育
長
答
弁
と
同

様
だ
が
、
中
学
校
の
一
学

年
の
生
徒
数
が
４０
人
を
割

る
こ
と
も
間
近
に
迫
っ
て

い
る
現
状
も
あ
り
、
タ
イ

ミ
ン
グ
を
踏
ま
え
た
金
山

の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
教
育
委
員
を
中
心
に

検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
希
望
し
て
い
る
。

そ
の
他
と
し
て

・
農
業
振
興
計
画
書
の
活

　用
に
つ
い
て

小
学
校
の
あ
り
方
検
討
会
は

回
答

多
方
面
か
ら
検
討
へ

〜
総
務
文
教
常
任
委
員
会
〜

常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

　
　
　新
中
央
公
民
館
は
３２
年
度
建
設

　
　予
定
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
話
が

　あ
っ
た
「
ま
ち（
道
）の
駅
」
の
設
置
は
。

　
　
　道
の
駅
の
設
置
に
は
、
２４
時
間

　
　利
用
ト
イ
レ
の
整
備
、
情
報
発
信

　の
場
、
交
流
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
設
け

　る
必
要
が
あ
る
。
面
積
的
な
問
題
な

　ど
無
理
が
あ
り
、
現
在
は
、
中
央
公

　民
館
の
み
の
建
設
で
進
め
て
い
る
。

　
　
　例
年
よ
り
も
早
い
時
期
に
西
部

　
　地
域
公
民
館
大
会
が
行
わ
れ
た
と

　聞
く
が
、
主
な
内
容
は
。

　
　
　旧
谷
口
分
校
の
再
建
を
断
念
し

　
　た
こ
と
も
あ
り
、
町
長
も
出
席
し

　た
。
町
が
借
り
て
い
る
土
地
は
返
し

　た
方
が
良
い
の
で
は
と
い
う
意
見
が

　あ
っ
た
が
、
跡
地
利
用
に
つ
い
て
の

　意
見
は
な
か
っ
た
。

　
　
　今
後
、
小
学
校
統
合
も
考
え
ら

　
　れ
る
が
、
小
規
模
校
を
統
合
し
た

　場
合
の
財
政
面
の
違
い
な
ど
は
。

　
　
　施
設
管
理
か
ら
考
え
る
と
、
小

　
　学
校
３
つ
を
１
つ
に
ま
と
め
た
場

　合
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
か
な
り

　削
減
さ
れ
る
。
半
面
、
ス
ク
ー
ル
バ

　ス
の
手
配
な
ど
、
環
境
の
整
備
に
コ

　ス
ト
は
掛
か
る
。

　
　
　子
ど
も
は
町
の
宝
で
あ
り
、
不

　
　審
者
対
策
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

　
　
　不
審
者
対
策
は
、
学
校
側
と
再

　
　度
話
し
合
う
。
地
域
が
一
体
と
な

　っ
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
い
け

　る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

～産業厚生常任委員会～

　３
月
に
請
願
の
あ
っ
た
入
有
屋

地
区
の
河
川
や
、
６
月
に
請
願
の

あ
っ
た
上
台
川
左
岸
、
さ
ら
に
、

昨
冬
に
水
上
が
り
し
た
流
雪
溝
等

の
現
地
を
確
認
し
、
改
修
が
必
要

な
箇
所
を
調
査
し
た
。

　
　
　障
害
年
金
に
係
る
訴
訟
案

　
　件
に
つ
い
て
、
現
状
を
聞
き

　た
い
。

　
　
　現
在
３
回
の
公
判
が
行
わ

　
　れ
て
い
る
。
裁
判
所
で
お
互

　い
の
主
張
の
論
点
を
整
理
し
て

　い
る
段
階
で
あ
る
。

　
　
　ゴ
ミ
袋
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

　
　集
計
結
果
を
み
る
と
一
目
瞭

　然
で
変
え
た
方
が
良
い
と
の
こ

　と
で
あ
る
が
、
切
り
替
え
の
時

　期
は
い
つ
か
。

　
　
　自
由
記
述
に
は
色
々
な
意

　
　見
が
あ
っ
た
の
で
も
う
少
し

　分
析
が
必
要
で
あ
る
。
検
討
時

　間
を
頂
き
た
い
。

　
　
　今
年
導
入
予
定
の
グ
レ
ー

　
　ダ
ー
は
１
人
乗
り
な
の
で
除

　雪
隊
の
人
数
の
変
更
は
あ
る
の

　か
。

　
　
　募
集
は
１
名
減
の
２０
名

　
　に
な
る
。

　
　
　旧
西
田
邸
の
活
用
は
、

　
　副
町
長
官
舎
の
予
定
も
あ

　っ
た
の
か
。

　
　
　当
初
か
ら
は
っ
き
り
と

　
　し
た
利
用
方
法
は
決
ま
っ

　て
お
ら
ず
、
公
舎
的
な
使
い

　方
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
は

　
　大
学
生
に
任
せ
っ
き
り
で

　は
な
く
、
積
極
的
に
町
か
ら

　も
お
願
い
で
き
な
い
か
。

　
　
　な
る
べ
く
早
い
う
ち
に

　
　全
体
が
揃
う
よ
う
に
町
で

　も
進
め
て
い
き
た
い
。

６
月
６
日
午
前
に
開
催
さ
れ
、
所
管
す
る
補
正
な
ど
の
予
算
、
そ
の

他
議
案
の
議
案
調
査
、
質
疑
を
行
っ
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

 

中
央
公
民
館
建
設
で『
ま
ち
の
駅
』の
設
置
は

 

中
央
公
民
館
建
設
で『
ま
ち
の
駅
』の
設
置
は

 新しいタイプのゴミ袋の導入時期は 新しいタイプのゴミ袋の導入時期は

沼 澤 道 也 議員

「小・小連携授業」の一コマ

今後５年間の入学者予定数（人）

全校生の推移（人）

設計段階に入った町中央公民館

小清水沢川での現地確認

問問問 答答

問答 答

問問問 答答

問問 答答答


